
シ
ベ
リ
ア
の
追
憶
　 

島
根
県
　
中
島
正
義
　 

私
は
、
大
正
十
四
年
二
月
十
八
日
、
大
田
市
三
瓶
町
池
田
三

二
〇
―
六
で
出
生
し
、
村
の
小
学
校
を
卒
業
後
、
一
時
農
業
に

従
事
し
て
い
た
が
、
昭
和
十
七
年
八
月
か
ら
入
隊
直
前
ま
で
、

山
口
県
の
軍
需
工
場
で
あ
る
光
工
廠
で
働
い
て
お
り
ま
し
た
。

私
は
、
昭
和
十
九
年
一
月
、
現
役
志
願
し
て
、
関
東
軍
入
隊

の
た
め
広
島
西
練
兵
場
へ
集
結
、
各
旅
館
に
分
宿
し
た
。
そ
の

間
、
兵
器
被
服
類
の
支
給
を
受
け
、
現
地
入
隊
の
た
め
、
一
月

中
旬
、
歩
兵
十
個
中
隊
の
補
充
要
員
と
し
て
、
下
関
港
か
ら
金

剛
丸
で
博
多
へ
着
く
。
そ
こ
で
野
戦
砲
兵
三
個
中
隊
、
工
兵
一

個
中
隊
と
合
流
し
て
出
港
。
朝
鮮
半
島
を
縦
断
し
渡
満
す
る
。

満
州
は
間
島
省
琿
春
七
七
二
部
隊
甲
賀
隊
へ
入
隊
し
た
。
そ
れ

か
ら
十
二
月
に
は
新
設
部
隊
へ
転
属
。

二
十
年
三
月
に
は
下
士
官
候
補
者
と
し
て
、
ハ
ル
ビ
ン
第
二

六
三
部
隊
（
技
術
教
育
隊
）
へ
入
隊
し
た
が
、
教
育
期
間
中
終

戦
を
迎
え
る
。
我
々
全
く
戦
闘
状
態
に
入
る
こ
と
な
く
、
八
月

十
八
日
ハ
ル
ビ
ン
郊
外
の
平
和
公
園
で
武
装
解
除
を
受
け
た
が
、

ま
さ
か
日
本
が
負
け
る
と
は
露
知
ら
ず
、
残
念
無
念
、
全
身
の

力
が
抜
け
、
初
め
て
こ
ん
な
情
け
な
い
思
い
を
し
た
。

八
月
末
に
な
り
、
海
林
収
容
所
へ
徒
歩
で
移
動
し
た
が
、
到

着
し
て
二
～
三
時
間
後
、
ソ
連
兵
が
私
物
検
査
と
称
し
、
装
具

の
中
を
掻
き
回
し
、
目
ぼ
し
い
物
は
全
部
取
り
上
げ
て
し
ま
っ

た
。
こ
こ
で
勝
者
と
敗
者
が
は
っ
き
り
区
別
さ
れ
、
無
教
育
で

無
節
操
の
若
い
ソ
連
兵
の
行
動
に
新
た
な
憤
り
を
感
じ
、
我
が

身
の
不
運
を
嘆
く
。

海
林
に
来
て
一
カ
月
く
ら
い
た
っ
て
か
ら
、
昭
和
二
十
年
十

一
月
、
牡
丹
江
駅
に
向
か
う
。
こ
こ
で
一
千
名
単
位
の
集
団
が

編
成
さ
れ
、
第
一
一
〇
作
業
大
隊
と
名
付
け
る
。
し
ば
ら
く
し

て
、
駅
か
ら
有
蓋
車
に
乗
せ
ら
れ
た
が
、
す
し
詰
め
の
状
態
で

中
は
真
っ
暗
で
あ
る
。
満
州
の
夜
は
雪
明
か
り
で
外
は
明
る
く
、

国
境
の
街
綏
芬
河
を
左
に
見
て
黒
龍
江
を
船
で
渡
り
、
ソ
連
領

に
入
る
。
そ
し
て
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
何
日
間
か
走
り
続
け
、
目

的
地
に
到
着
し
た
ら
し
く
列
車
は
止
ま
る
。
皆
、
小
窓
か
ら
外

を
見
る
と
、
一
面
の
銀
世
界
で
積
雪
三
〇
セ
ン
チ
以
上
あ
る
よ



う
だ
。

そ
の
う
ち
下
車
命
令
が
あ
り
外
に
出
た
が
、
朝
の
九
時
か
十

時
ご
ろ
だ
っ
た
と
思
う
。
す
ぐ
目
の
前
に
収
容
所
ら
し
き
建
物

が
あ
り
、
全
員
整
列
し
て
人
員
点
呼
を
う
け
る
。
数
千
名
の
人

員
は
五
百
人
単
位
に
分
散
し
て
奥
地
の
収
容
所
へ
行
か
せ
ら
れ

る
。

私
は
タ
イ
セ
ッ
ト
第
七
分
所
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
所
持
品
の
検
査
が
始
ま
る
。
広
場
の
雪
の
上
に
品
物

を
並
べ
、
ソ
連
兵
が
一
人
一
人
調
べ
る
。
珍
し
い
物
が
あ
れ
ば
、

自
分
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
る
の
で
、
上
衣
も
ズ
ボ
ン
も
い
っ
ぱ

い
と
な
り
、
ま
る
で
強
奪
者
で
ソ
連
軍
の
軍
紀
は
全
然
な
く
、

あ
き
れ
て
物
が
言
え
な
い
。
こ
れ
で
自
分
た
ち
の
持
ち
物
は
一

切
な
く
な
り
、
せ
い
せ
い
し
た
。
検
査
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
雪

の
上
で
腰
を
お
ろ
し
て
待
つ
が
寒
く
て
や
り
切
れ
な
い
。
何
時

間
経
過
し
た
か
、
よ
う
や
く
屋
内
に
入
る
。
宿
舎
と
い
っ
て
も

日
本
の
牛
小
屋
よ
り
も
汚
い
建
物
だ
が
外
よ
り
は
よ
い
。
中
は

真
っ
暗
で
何
も
見
え
ず
、
目
が
慣
れ
る
と
先
着
組
約
三
十
人
、

作
業
に
出
な
い
で
待
機
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
ど
こ
の
部
隊
か

わ
か
ら
な
い
。
よ
く
聞
い
て
み
る
と
病
弱
者
で
栄
養
失
調
の
人

た
ち
で
あ
っ
た
。

翌
日
か
ら
建
築
用
の
松
の
伐
採
作
業
に
入
っ
た
が
、
ノ
ル
マ

を
達
成
し
な
い
と
帰
し
て
く
れ
ず
「
ヤ
ポ
ン
ス
キ
ー
ブ
ィ
ス
ト

ラ
」
と
言
っ
て
ソ
連
人
の
監
督
が
物
す
ご
い
形
相
で
怒
鳴
る
。

食
事
は
黒
パ
ン
二
五
〇
グ
ラ
ム
、
水
の
よ
う
な
ス
ー
プ
、
二
〇

代
の
若
者
に
と
っ
て
は
、
力
の
原
動
力
に
な
ら
ず
、
働
く
意
欲

が
出
る
は
ず
が
な
い
。

毎
日
朝
七
時
の
夜
明
け
前
に
食
事
を
す
ま
せ
て
広
場
へ
集
合
、

人
員
点
呼
を
し
て
各
中
隊
ご
と
に
作
業
現
場
へ
行
く
の
が
日
課

と
な
る
。
松
や
樅
の
木
を
二
人
一
組
で
「
タ
ポ
ー
ル
」（
な
た
）

で
枝
を
切
り
払
い
、
四
メ
ー
ト
ル
か
ら
十
五
メ
ー
ト
ル
の
長
さ

に
輪
切
る
。
毎
日
こ
の
作
業
を
続
け
て
い
る
う
ち
に
、
私
も
栄

養
失
調
者
に
な
り
、
鋸
の
目
立
て
、
タ
ポ
ー
ル
の
研
磨
な
ど
、

軽
作
業
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
二
十
一
年
四
月
に
な
る
と
、
二
〇
八
キ
ロ
離
れ
た
第
二

十
分
所
へ
転
属
、
相
変
わ
ら
ず
伐
採
作
業
中
、
技
術
者
の
調
査

が
あ
っ
た
。
私
は
入
隊
前
海
軍
工
廠
に
い
た
の
で
、
製
鋼
、
溶

接
の
技
術
を
習
得
し
て
お
り
、
同
年
八
月
ご
ろ
さ
ら
に
一
七
五

キ
ロ
離
れ
た
場
所
で
鉄
橋
の
仕
上
げ
作
業
班
に
入
る
。
鉄
道
の

貨
車
が
宿
舎
で
人
員
は
十
五
名
く
ら
い
で
あ
っ
た
と
思
う
。
監



督
は
政
治
部
員
で
あ
っ
て
、
陸
軍
技
術
将
校
で
モ
ス
ク
ワ
か
ら

派
遣
さ
れ
、
三
十
歳
く
ら
い
の
有
能
な
青
年
で
あ
る
。
作
業
内

容
は
組
立
て
だ
。
鉄
橋
の
ボ
ル
ト
を
外
す
の
は
ソ
連
人
二
人
、

日
本
人
一
人
で
、
全
部
で
は
な
く
緩
ん
で
い
る
箇
所
だ
け
に
す

る
。
ロ
シ
ア
人
は
緩
ん
で
い
る
か
、
締
ま
っ
て
い
る
か
を
、
ボ

ル
ト
の
頭
を
叩
い
た
だ
け
で
は
分
か
ら
ず
、
日
本
人
の
技
術
者

が
点
検
し
て
目
印
を
し
て
か
ら
外
し
て
い
た
。

リ
ベ
ッ
ト
焼
も
三
人
一
組
で
、
火
が
真
っ
赤
な
う
ち
に
つ
け
、

ノ
ル
マ
は
八
時
間
で
一
五
〇
本
く
ら
い
が
標
準
で
あ
っ
た
が
、

仕
事
は
大
変
神
経
を
使
い
、
き
つ
い
労
働
で
あ
る
。
こ
れ
を
、

二
五
〇
本
か
ら
三
〇
〇
本
つ
け
た
と
き
は
、「
ヤ
ポ
ン
ス
キ
ー

、
ハ
ラ
シ
ョ
、
ラ
ボ
ー
タ
ー
」
と
大
喜
び
で
、
ウ
オ
ッ
カ
を
一
緒

に
飲
み
、
マ
ホ
ル
カ
（
た
ば
こ
）
を
く
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

こ
の
地
の
鉄
橋
が
完
成
す
る
と
、
次
は
二
三
〇
キ
ロ
離
れ
た
別

の
場
所
で
同
じ
工
程
の
作
業
を
し
た
。
あ
る
日
、
作
業
中
、
監

督
将
校
が
給
料
を
支
給
す
る
か
ら
事
務
室
に
来
い
と
言
わ
れ
、

行
く
と
一
五
〇
ル
ー
ブ
ル
ず
つ
初
め
て
も
ら
い
、
金
の
有
り
難

さ
を
感
じ
た
。

昭
和
二
十
四
年
七
月
上
旬
、
政
治
部
将
校
の
全
員
集
合
の
言

葉
に
何
事
か
と
作
業
場
か
ら
地
上
に
下
り
、
い
つ
も
の
と
お
り

彼
を
中
心
に
輪
を
作
る
。「
ヤ
ポ
ン
ス
キ
ー
、
東
京
ダ
モ
イ
に

な
っ
た
か
ら
、
早
く
宿
舎
に
帰
っ
て
準
備
す
る
よ
う
に
と
司
令

部
か
ら
伝
令
が
来
た
」
と
知
ら
せ
て
く
れ
て
、
全
員
万
歳
と
飛

び
上
が
っ
て
喜
び
、
心
は
故
郷
へ
飛
ぶ
。

こ
の
地
点
か
ら
、

タ
イ
セ
ッ
ト
ま
で
一
週
間
く
ら
い
か
か
り
、

七
月
十
日
未
明
、
貨
車
で
出
発
、
一
路
ナ
ホ
ト
カ
に
向
か
い
、

着
い
た
の
が
七
月
二
十
日
こ
ろ
だ
っ
た
と
思
う
。

と
こ
ろ
が
今
ま
で
思
想
教
育
を
う
け
た
こ
と
が
な
く
、
私
た

ち
も
何
も
知
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
特
訓
の
学
習
す
る
こ
と

に
な
り
、
日
本
人
の
ア
ク
チ
ブ
に
朝
八
時
か
ら
午
後
四
時
ご
ろ

ま
で
、
約
二
週
間
く
ら
い
鍛
え
ら
れ
た
。

時
々
、
収
容
所
の
中
庭
で
大
声
を
上
げ
て
い
る
の
で
、
何
事

か
と
見
る
と
、
二
重
三
重
の
輪
の
な
か
で
、
反
動
分
子
の
吊
る

し
上
げ
が
行
わ
れ
て
お
り
、
帰
国
を
前
に
し
て
嫌
な
感
じ
だ
っ

た
。
長
か
っ
た
速
成
教
育
が
終
了
し
て
、
す
ぐ
に
昭
和
二
十
四

年
八
月
四
日
、「
信
濃
丸
」
に
乗
船
で
き
、
夢
の
よ
う
で
私
の

人
生
最
高
の
出
来
事
だ
っ
た
。

そ
し
て
何
年
ぶ
り
か
に
見
る
日
本
の
看
護
婦
さ
ん
の
笑
顔
、



日
の
丸
の
旗
な
ど
、
深
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

船
内
は
ア
ジ
演
説
も
な
く
、
至
っ
て
無
事
平
穏
、
八
月
七
日

舞
鶴
港
に
感
激
の
入
港
し
た
。
こ
こ
の
海
軍
兵
舎
で
復
員
手
続

等
で
し
ば
ら
く
滞
在
し
て
、
一
路
故
郷
へ
。
盛
大
な
出
迎
え
を

う
け
て
、
七
年
ぶ
り
に
我
が
家
へ
着
く
。

復
員
後
は
農
業
を
し
な
が
ら
市
内
の
会
社
へ
勤
め
、
妻
子
に

も
健
康
に
も
恵
ま
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

最
後
に
、
今
で
も
思
う
こ
と
は
、
五
十
年
前
、
酷
寒
の
シ
ベ

リ
ア
で
飢
え
と
寒
さ
に
加
え
重
労
働
で
死
没
し
た
戦
友
の
皆
さ

ん
の
御
冥
福
を
心
か
ら
祈
る
次
第
で
あ
る
。

帰
国
後
も
後
遺
症
に
悩
む
　 

長
野
県
　
伊
藤
菊
次
　 

昭
和
十
年
徴
兵
検
査
の
結
果
、
甲
種
合
格
、
徴
集
免
除
と
な

る
。
日
支
事
変
が
始
ま
っ
た
昭
和
十
二
年
十
一
月
、
充
員
召
集

に
よ
り
松
本
輜
重
隊
に
入
隊
。
一
カ
月
後
、
南
支
方
面
に
派
遣

さ
れ
る
べ
く
広
島
よ
り
輸
送
船
に
乗
り
出
港
す
る
も
、
英
国
艦

隊
に
阻
ま
れ
、
急
遽
台
湾
に
変
更
し
上
陸
、
任
務
に
つ
く
。
三

月
に
召
集
解
除
と
な
り
帰
郷
す
る
。

昭
和
十
六
年
七
月
、
関
東
軍
特
殊
演
習
参
加
の
名
目
に
よ
り

再
度
召
集
を
受
け
、
金
沢
の
輜
重
隊
に
入
隊
す
る
。
一
カ
月
足

ら
ず
で
牡
丹
江
省
樺
林
輜
重
隊
第
四
中
隊
に
編
入
に
な
る
。
昭

和
十
九
年
五
月
、

南
方
派
遣
の
命
に
よ
り
釜
山
に
集
結
す
る
も
、

戦
局
険
し
く
出
港
を
断
念
し
原
隊
に
復
帰
す
る
。
昭
和
十
九
年

十
月
、
ハ
イ
ラ
ル
第
一
一
九
師
団
に
編
入
。
翌
二
十
年
六
月
よ

り
興
安
嶺
の
山
中
に
陣
地
を
構
築
。
ソ
連
軍
の
進
攻
を
迎
え
撃

つ
べ
く
準
備
中
、
終
戦
と
な
る
。
八
月
二
十
日
ご
ろ
、
博
克
図

に
集
結
せ
よ
と
の
命
令
に
よ
り
武
装
解
除
の
後
、
博
克
図
の
収

容
所
に
入
り
帰
国
を
待
こ
と
と
な
る
。

約
一
カ
月
後
、
九
月
十
七
日
、
輜
重
第
一
一
九
連
隊
を
中
心

に
連
隊
長
以
下
千
五
百
名
の
第
二
作
業
大
隊
が
編
成
さ
れ
、
二

段
に
仕
切
ら
れ
た
貨
車
に
乗
る
。

列
車
は
な
か
な
か
発
車
せ
ず
、

こ
の
間
い
ろ
い
ろ
な
話
が
飛
び
交
う
。
日
本
へ
帰
れ
る
と
言
う

人
、

い
や
ど
う
も
ソ
連
へ
連
れ
て
行
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
…

:

。

不
安
の
数
時
間
が
過
ぎ
暗
闇
が
迫
る
こ
ろ
、
よ
う
や
く
動
き
出

す
。

い
ず
れ
の
方
向
へ
向
か
っ
て
い
る
の
か
見
当
も
つ
か
な
い
。




